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E-319
E-473

C-584/585
C-582/583
A-118

部品名称
フロントバンパー（アミ付き）
ウォッシャーホールカバー
フォグランプセット
フォグランプステーA   L/R
フォグランプステーB  L/R
アクセサリーボルト/ ナット

６

６
５
３
２
1

A-136

B-049
E-444
A-084
E-489
E-484

アプセットボルトM6x20

フランジナット
タイラップ
トラスボルトM6ｘ15
グロメット
フォグランプハーネス

M １ ー型紙
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フロントバンパー（アミ付き）
ウォッシャーホールカバー
フォグランプセット
フォグランプステー A   L/R

E
F
G
H

2
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6
6

フォグランプステー B  L/R
アクセサリーボルト /ナット
アプセットボルトM6x20
フランジナット

I
J

5
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タイラップ
トラスボルトM6ｘ15

K
L

2
2

グロメット
フォグランプハーネス

 
N 2023年7月7日

[ JB64 ] “little G. TRADITIONAL”

E-319
E-473

C-584/585

C-582/583 E-444
A-118 A-084

E-489
E-484

A-136
A-049

品番 品番 品番
M 1型紙

品番

[ A ] [ B ] [ C ] [ D ] [ E ]

[ F ] [ G ]

[ H ]

[ I ]

[ J ]

[  K  ]

[  L  ]

[  M  ]

作業手順■取り付け前に必ず別紙注意事項をお読みください■
①純正グリル→純正バンパーの順に取り外します。（図❶参照）

③フロントタイヤ内のライニングを外し、図❸を参考にカットします。（手順⑨で車体に戻します。）
②図❷を参考に車体の導風板を外し、カットして車体に戻します。

裏面に続く

α

す。
❶クリップ(5ヶ所)を外して、
　導風板を車体から外します図1

純正グリル
純正バンパー

❷ +ドライバーで90度回しロックを解除します

❶ボンネット内グリル上のクリップを外します

❸     のクリップピンは
　グリルを前に引っ張ると
　外れます

❹グリルを外し、ウィンカーの
　カプラーを外します

14：☆

❽：☆

❾：☆

12

❾ 10

☆ すまし外をプッリク：    ❺

14ヘッドランプウォッシャーを
　外します（装着車のみ）☆

❻樹脂パーツを外します：☆

❽スクリューを
　外します☆

13ヘッドランプ
　ウォッシャーの
　ホースを外します

❾クリップを
　外します☆

12バンパーを外し
　フォグランプの
　カプラーを外します
❾クリップを
　外します

10ビスを外します❼ボルトを外します☆
15ボルトを外しナンバープレート及びクリップナットを外します☆

11バンパー上のクリップを外します

☆：再利用します

点線でカットして車体に戻します

8ｍｍ

内側立面
60ｍｍ

15ｍｍ

拡大図

導風板のカット

フロントタイヤ内のライニングのカット図3

図2

面に沿って型紙を折ります長穴と縁を合わせます

構成部品図

[ M ] 型紙と寸法で位置出ししてから点線でカットします

[ M ] 型紙

クリップ穴

75ｍｍ

純正グリル・バンパーの取外し

※未塗装品をお買い上げの場合、塗装の際は金アミを一旦外して行って下さい（図❺参照）

10ｍｍ

3mm

約85mm

破線を参考にツメをカット



[B]アクセサリーボルト

付属ナット

[A]バンパー本体裏面

⇨

[B]ウォッシャーホールカバーの取付けα図

幅の狭くなっている方が前方です

ヘッドランプウォッシャー
非装着車の場合、
[B]ウォッシャーホールカバー
取付ます。(左右２箇所)

※微妙な緩みが気になる
　場合は市販の接着剤で
　固定して下さい

前方

☆図 [ F ] アクセサリーボルト取付

フォグランプブラケットA、Bの取付け図4 ライニングの固定図7

バンパー取付け図5 フォグランプの取付け（図❺ A-A 断面）図6

[ D ]フォグブラケットA ※｛[ G ] アプセットボルトM6x20
[ H ] フランジナットM6で固定

※

※

※

④図❹を参考に［Ｄ］［Ｅ］フォグランプブラケットＡ，Ｂを車体に取り付けます。

⑤図❺と☆図を参考に［Ｆ］アクセサリーボルト/ナットを［Ａ］フロントバンパー2カ所に取り付け
　ます。

⑥図❺を参考に純正ヘッドランプウォッシャーを［Ａ］フロントバンパーに移設させます。
　ウォッシャーのホースを折れ曲がりに注意しながら配置し、［Ｉ］タイラップでダクトの金アミに
　固定して下さい。
　ヘッドランプウォッシャー非装着車の場合はα図を参考に［Ｂ］ウォッシャーホールカバーを
　取り付けます。
　（緩みが気になる場合は市販の接着剤で固定して下さい。）

⑦図❺を参考に［Ａ］フロントバンパーを車体に取り付けます。
　※[ C ] フォグランプ取付けは[ A ] フロントバンパー取付け後に行います。

⑧図❺、❻を参考に［Ｃ］フォグランプを取り付けます。純正フォグランプは使用せずに、車体側純正
　フォグランプハーネスのコネクターに［Ｌ］フォグランプハーネスのコネクターを接続させ、
　［Ｃ］フォグランプの(＋)白配線に［Ｌ］フォグランプハーネスの(＋)赤配線のギボシ同士を結線
　させます。
　さらに(―)黒線の丸端子をフォグランプのボルトナットに共締めさせます。
　※丸端子は指示以外の場所には取付ないで下さい。点灯不良の原因になります。

⑨図❼を参考にフロントタイヤ内のライニングを車体及び［Ａ］フロントバンパーに取り付け、
　固定した状態で任意の位置にØ７の穴をあけて、余っている純正クリップを追加で取り付けます。

⑩手順①で外したグリル部の樹脂パーツを戻し、グリルを戻して取り付け完了です。

純正ヘッドランプウォッシャーを移設します。非装着者の場合はα図参照
※フォグランプの傾きと角度はブラケットの調整ネジで調整して下さい。

[ J ] トラスボルトM6x15

付属ブラケット
ボルトナットで
取付けます

調整ネジ
角度や傾きを
調整します

丸型端子を
付属のボルトナットに
はさみ共締めします

A

A

[ C ] フォグランプ
[ K ] グロメット
　先にバンパーにハメ込んで
　フォグランプの（＋）白配線
　を通します

（＋）白配線

（＋）白配線

ギボシを結線
させます

（＋）赤配線

（ー）黒配線

（ー）黒配線

[ L ] フォグランプハーネス※ハーネスは[ I ] タイラップで
　車体の穴を利用して固定します

接続します

車体側
フォグランプハーネス

[ E ] フォグランプ
　　ブラケットB

車両前方

参考寸法
80mm

ライニングを固定した状態で
下記の任意の位置にφ7の穴を
ライニングとバンパーにあけ、
純正クリップで固定します

バンパー面

純正クリップナット移設☆図参照 ☆図参照
ナンバープレートを
純正ボルトにて移設

純正クリップ

ウォッシャーのホースを [ I ] タイラップにて
ダクトの金網に固定

純正スクリュー純正スクリュー

A

A

※車体の穴を
　利用します

純正ボルトを流用

フロントタイヤ内の
ライニングと共締め

[ E ] フォグブラケットB

※穴あけ時の切り屑は取り除いて下さい

参考寸法15mmφ7の穴をあけ、
純正クリップで固定します




